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徒
歩
十
五
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塩
谷
寺
略
縁
起
に
よ
る
と
、
文
徳
天
皇
（
在
位
八
五
〇−

八
五
八
）
に
は
二
人
の
后
妃
が
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
王
子
が
授
か
っ
た
と
い
う
。
天
皇
は
世
継
ぎ
の
問
題
で
悩
ん
で
お
ら
れ
た
が
、
第
一
の
皇
后
は
こ
の
心

労
に
よ
り
病
床
に
伏
し
て
し
ま
う
。
天
皇
は
天
照
大
神
の
神
託
に
よ
り
、
遥
か
東
国
の
薬
師
の
霊
場
へ
慈
覚

大
師
を
遣
い
に
出
す
。
大
師
は
こ
の
地
よ
り
長
生
不
老
の
塩
泉
を
汲
み
、
天
皇
に
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
皇
后

の
病
は
立
処
に
癒
え
た
。
又
こ
の
塩
泉
を
四
人
の
王
子
の
頭
頂
に
濯
い
だ
と
こ
ろ
、
突
然
四
人
目
の
王
子
よ

り
光
明
を
発
し
た
と
い
う
。
こ
の
王
子
が
清
和
天
皇
で
あ
る
。
天
皇
は
ふ
た
た
び
大
師
に
命
じ
こ
の
地
に
薬

師
如
来
を
本
尊
と
し
て
塩
谷
寺
を
建
立
し
た
。

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
客
殿
に
農
耕
馬
の
供
養
と
し
て
馬
頭
観
音
が
祀
ら
れ
た
が
、
農
業
の
隆
盛
と

と
も
に
栄
え
、
客
殿
を
本
堂
と
し
て
現
在
に
至
る
。
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